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議事の経過 

 開議  午前10時 

○小松文人議長  これより本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に事務局長が諸般の報告をいたします。 

 事務局長。 

○山﨑冨貴事務局長  本日の出欠状況を報告いたします。 

 定数14人、欠席１人、出席13人であります。欠席の徳久研二議員は、所用のため欠席の届け出

があっております。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○小松文人議長  これより日程に入ります。 

 日程第１、一般質問を行います。 

 通告に基づき順次質問を許します。 

 14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 質問をいたします。 

 まず１つ目の本題に入る前に、少し強調しておきたいことがありますので、発言をいたします。 

 安芸市の農政は、これまでも現実においても小規模農家の切り捨てが進められてきました。そ

の結果として、農業・農地を守る対策を怠ってきたこと、そのことを証明するのが過疎化の進行

であります。現に、限界集落が生まれ、山間地の学校は廃校となりました。このことは、何度強

調しても強調し過ぎはないと思っています。このような状況となった最大の原因は、安芸市だけ

の問題ではありません。政府の政治政策にあることは言うまでもありません。そして、安芸市が

中山間を守る対策として努力の足らなかったことも指摘しておきます。 

 本題に入ります。 

 今日、安芸市市民に、特に小規模農家にとって厳しい暮らしの中で、少しでも暮らしをよくし

たい、その思いで頑張っております。一生懸命野菜をつくりぢばさんへ出して、「値は安い、売

れんのう」、そうつぶやきながらも毎日出しております。家族農業を中心に据えた産直運動で、

このような頑張りをしているのは安芸市だけではありません。全国でこうした運動が行われてお

ります。 

 年齢的には、高齢者・女性が主体で頑張っているというのが現実であります。しかも安全性に

は十分注意をされております。こういう安芸市の現実をどのようにお考えなのか。小規模農業を

守って育てることがどれだけ大切なことか、その点についてどのように受けとめておるのか、市

長の所見を伺います。 

○小松文人議長  農林課長兼農業委員会事務局長。 

○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  済みません、私のほうからお答えさせていただ

きます。 

 手前に全国的な課題ということになってしまいますけれども、本格的な人口減少社会が到来を
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しておりまして、本市の農業におきましても農業従事者の高齢・減少化、それから利用されない

農地が増加するなど、新たな担い手の確保が求められておりまして、基本的なスタンスは、今後

も日本有数の施設園芸やユズの生産地といった本市の強みを生かした農業対策を進めてまいりた

いと考えております。 

 御提案の対策につきましては、農地の有効利用、それから耕作放棄地の対策、地産地消といっ

た観点で、小規模農家でありますとか兼業農家さんの意欲が湧くような取り組みが必要であると

いうふうに考えております。以上です。 

○小松文人議長  市長。 

○横山幾夫市長  私からも答弁させていただきます。 

 農林課長の答弁と若干重複するかもしれませんが、農業が基幹産業である安芸市にとりまして

は、人口減少や農業者の高齢化が進む中、担い手の確保・育成が大変重要でございます。そのた

めには、農業経営の安定・向上などを含めて魅力ある農業をいかに取り組んでいくか、その一つ

として、私の公約でもあります全国トップの施設園芸を目指すということは、今でも変わってお

りません。環境制御技術の普及を促進させ、増収と品質向上を図るとともに、市場や量販店、消

費者と産地との交流を促進させ、環境保全型農業のＰＲを積極的に行うなど、消費者に選ばれる

産地を目指しているところでございます。 

 先ほど農林課長が、これも答弁いたしましたが、小規模農家や兼業農家の意欲が湧くような具

体的な取り組みが必要ではないかと考えておりますので、関係団体・機関と協議をしてまいりた

いというふうに考えております。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） えい答弁をしていただきまして、ありがとうございます。 

 市長の答弁では、園芸、魅力がある農業にしていかないかんということは、十分私も承知をし

ております。しかし、現実に後継者も育たないというのが実態であります。 

 それから、もう一つは、課長が答弁したように遊休農地の解消の問題など、これは大事なとこ

ろでございます。どうして遊休農地が生まれるか。農業に希望が持てない、このことが農家にと

っては大きな課題となっています。ですから、先ほど市長の答弁でもありましたように、魅力あ

る農業をどうつくるか、どういう農業が魅力ある農業なのか、ここのあたりをしっかり研究して

いただかないといかんと、私は思います。 

 そして、ユズの農家はユズの生産をやることも結構や。しかし、今、現実に先ほども強調した

ように、過疎化が進んで後継者が育たない、若者が定住しないという実態をどう解決していくか、

このことが全く出てこない。そこな点は、しっかり今後の安芸市の全体を考えたときに農業をど

うするかという対策をどうするか、この点をしっかり論議して方向を出していく必要がある。こ

のことを指摘しておきたいと思います。 

 園芸農家も決して楽して利益を出しているわけではありません。結構な労働時間があって、努

力をされて、ここ二、三年よかったわけですが、それは努力だけではなしに、やっぱり市場で聞
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いてみますと、必要なときに量が出てこなかったということで、欲しい利用者は値を上げて荷を

集めると、そういう対策が随分やられたという話を聞いています。だから利益がよかったという

ことになると思いますが、そういう点も含めながらしっかり園芸を振興さすのもえいけれども、

やっぱり将来が、希望を持てる園芸農業でなくてはなりません。その点もしっかり見きわめなが

ら頑張っていただきたいというふうに思います。 

 それでは、２つ目に入ります。 

 家族農業を中心にしたこの産直の問題、女性が主力を出して取り組んでいるわけですが、この

ことは地域での生産の維持、そして活性化に貢献をしていると、私はそう理解をしております。

そしてまた、地域経済への活性化にも大きな役割を果たしているというふうに思います。安芸の

ぢばさんで少し聞いてみましたら、会員が500名余りおると。だから、この500名余りの会員数で

考えると、あのぢばさんは狭いという声は随分出ております。そういうことに対してもどう応え

ていくかということも考えていただかなくてはなりません。 

 同時に、この安芸市の農業を守るという点でも、こうした高齢者や婦人の力が大きな役割を果

たしているわけですけれども、今後、安芸市の農業どうなるか。例えば、課長の答弁でありまし

たように遊休農地、これが結構安芸市にもあります。そして、この遊休農地を解消させる手だて

というのは、もう規模の大きな農家に話を持ちかけて解消していく、それしかやられておりませ

ん。ですから、それで十分この解決になっているかといえば、そうでもありません。手のつけれ

ない遊休農地もあります。そういうことを含めながら農地をどう守っていくか、農業を守ってい

くかということも総合的に考えていく必要があります。 

 そこで私が聞きたいのは、この遊休農地や夢のある希望の持てる農業をどうやったらえいか、

そういう点では農家と地域を回って対話をする、広く対話をする、このことが私は大事だと。そ

ういう対話の中で、今、農家がどういうことを希望しているか、いうこともつかめるし見えてき

ます。そういう中で政策も生まれてくると私は考えています。そういう点での姿勢を私は伺いた

い。 

○小松文人議長  農林課長兼農業委員会事務局長。 

○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  お答えいたします。 

 市民との対話ということですけども、これにつきましては、９月のほうにもお答えはさせてい

ただいたかとは思いますけど、平成24年度のほうから各地域が抱えます人と農地の問題、これ議

員のほうも御承知かと思いますが、この人と農地の問題の解決を図って地域の農業を発展してい

くために、安芸市のほうでは市内10カ所で集落・地域の話し合いをもつ、「人・農地プラン」の

更新をずっとやっております。こういった機会を利用しまして、そのような人と農地の問題、そ

ういったものについては話していて、安芸市の農業のあり方というものを考えていきたいという

ふうに思っております。 

 この人と農地プランに集まる農家さんとか地域の方の参加率が少し低いということにつきまし

ては、課題かと思っておりますので、今後、改善を図っていきたいというふうに思っております。 
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 以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 先ほどの課長の答弁は、対話を広げるということに対しての

答弁として、人と農地プランの問題で集落ごとに話し合いをしているというけれども、この集落

で話し合いするの結構や。結構やけんど、どればあ集まりゆうかと、人数が。これ、わずかなも

んじゃと思いますよ。４人や５人が集まって話を聞いたち、それを全体の意見として捉えれるの

かと、いうことにならんというふうに思います。もうちょっと足を使うて地域へ入って農家との

対話広げていくということをやらないといかんと私は思います。そのことを強調しておきたいと

思います。余り難しい質問するつもりはありませんので。 

 先ほどからも言っているように安芸市では農地の減少が起きています。遊休地の問題含めて新

中学校の建設とか庁舎の建設などで農地が随分減少していく。それと、以外にも個人の住宅地、

これでも農地がかなり減っていると、この10年間で随分私は減っていると思いますよ。農業委員

会でも論議しますからわかりますので。そうしますと、なおかつ遊休農地や、それから農地を荒

らすようなこと、そういう問題を解決していく農業対策、これが大事だというふうに思ってます。

このままでいきますとどうなるかといったら、減少しますよ。全国で今減ってますから。農地は

減っていると言いながらも農地を守る、一生懸命、百姓頑張っております。 

 今、世界の穀物は逼迫してますよ。だから、やがてこのＴＰＰの問題が動き出すと、かなりの

農業への影響が生まれてくる。そうなれば、さらに希望を失うて農地を遊ばすというようなこと

も可能性としては大きい。だから、ここのあたりでも整合性を考えながら、しっかり農地を守る

農業対策をやっていかないかん。希望のある農業はどうやるか、その点をしっかり何回も強調す

るけど、論議をして希望の持てる方針を出していただきたい。そのことを強く要望しておきます。 

 そこで私は伺いたいんですが、農業を守り育てるために、今までどういう対策をやってきて結

果がどうなったのか、そういう点での歴史的な検証が必要だというふうに思います。それがなか

ったら、やっぱり問題というのはここにあった、じゃあこれを改善していこうかという前向きへ

のことにはなりません。今までも私は議会でかなりその点を強調してきたけれども、全くそれが

なかったというのが実態でして、現実になっていると言わなくてはなりません。 

 私は、農家というのは、働いたことが、物の価格が安かっても売れる、消費がしてくれる、そ

ういうことが生まれてこないと百姓というのはやっていけませんよ。さっき地産地消の問題、ぢ

ばさんの問題で言うたけんど、こういう点での対策をどうやるかということが行政としては出て

こない。あのぢばさんにしたって、百姓の希望から出てきたんですよ。行政が進んでやったわけ

じゃないですから。だから、もう少し農家の暮らし、実態を捉えてどう所得をふやす対策をやる

か、ここのあたりがしっかり座った論議をされないと、私はなかなか安芸市の農地を守り農業を

守るということにはなっていかないだろうというふうに思いますが、その点、どう考えるのかお

伺いします。 

○小松文人議長  農林課長兼農業委員会事務局長。 
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○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  お答えいたします。 

 議員のお考えですと、きめ細かいといいますか行き届いた農業政策を農家の方とお話も持ちな

がら進めていかないかんということであります。 

 先ほど来、なかなか希望が持てないというようなお話もありますけれども、やっぱり一方では、

全国的な施設園芸なんかによりまして新たに農業のほうに算入してくる方なんかもおりますので、

決して希望が持てないというふうなことはないかなというふうに思っております。 

 いずれにしましても、お答えになっておりませんけども、市内の農家さんと一定どういう考え

があるかということを、もう少し拾うということも大事かなというふうに思っております。 

 以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） ひとつ頑張って。期待しちょりますき。 

 それで、２問目に入ります。 

 市民にとって小規模農業が果たしている役割という点では、先ほども一部申し上げました。そ

の点で９月議会での農林課長の答弁が、非常に私はうれしく思いました。少しその答弁を紹介を

しておきますと、多様な農業を育てることは大事であると、土地利用型作物の再興や生きがいを

目的とした直販所など、農業のあり方を考えなければならない、そう答弁されました。私は、こ

の答弁は非常に評価をするものであります。この安芸市の農家の果たしている役割いうのは、や

っぱり地産地消の問題もあるけれども、生産者の利益だけでなくて、消費者の利益もぢばさんと

いうのは役割を果たしているというふうに思います。この役割は大変大きいと思います。園芸農

家も頑張っているけど、これは出荷ですから外へ出すだけで、外から金を取ってくると、こうい

う点では安芸市にとっての経済は大きいわけで、しかし市内においては産直の果たしている役割

というのも大きい面があります。 

 この産直というのは、全国でも今発展をしておりまして、さらに消費者とあるいは中小商店と

の連携を図りながら地域を元気にしていく、そういう取り組みが発展をしております。しかも今、

国際的に言えば、日本のこのぢばさんのような産直がやられているのは日本だけだと。コストも

安く上がるし、利益が少なくても直接農家へ利益が入る。そういう点では、不況に強い取り組み

だという点で、国際的にも評価をされているというのが実態でございます。 

 政府のやっていることは、規模の大きな農業を育成して、そして輸出して輸出額をふやしてい

くと、そのことによって農家の所得を向上させる、これがアベノミクスの農業改革の一端です。

だから、こういうことをやるために規模の拡大農家を育成せえというのが政府の狙いですから、

そこのところをしっかり押さえながら小規模な農家をどう守るか、その対策はやらなくてはなり

ません。そういう点は、ひとつ強調しておきたいと思います。 

 私が聞きたいのは、生産活動を通じて地域の農業を維持する、これは１問でも申しました。維

持する、しかし、その維持をどう支えていくかというのが消費者との結びつきなんです。同時に

その利益を少しでもふやしていけるような振興対策を行政としてもどう支援をしていくかという
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ことが出てくる必要があると思います。そこのあたりは、今後の農政でどうやられるのか期待は

したいと思っておりますが、答弁を求めても余り出てこんと思いますので。答弁があれば出して

ください。 

 もう一つは、学校給食の関係で答弁が出されましたが、安全性の問題、この点でもぢばさんへ

出している農家の皆さんは、十分注意をされて出荷をしているというのが実態であります。です

から、この点もしっかり消費者にもアピールしていかなくてはならないというふうに思います。

ただ、出したら買うてくれゆうきにえいわという思いだけではありません、生産者は。安全なと

ころにも気を使うて消費者に供給をしていく、そういう役割を果たしているわけですから、そこ

のあたりはしっかり理解をしていただかないといけない、いうふうに思います。 

 さて、２問目に入りますが、今、世界の穀物は先ほど言いましたように逼迫していると言われ

ています。日本は米の収量が800万トン、これを割ると国土を保全している機能が失われる、そ

こまで研究者は発表をしております。安芸市では、市民の消費する量は確保できているけれども、

これが、この前のわずか１回の冷害で米が足らんなったという状況が出てきたときに、どうする

かというあたりも一つは頭へ入れておく必要があると。そういう点で考えると、小規模農家の果

たしている米づくりの農家にとって大きな役割を果たしている。安芸市で、米農家の生産で規模

の大きな農家は５ヘクタール、あるいは７ヘクタール、あるいは３ヘクタールと、こういう面積

を耕作している農家が二、三件あるかなというふうに思っているんですが、この農家にしても直

接交付金がゼロになったということで、頭を抱えてるというのが実態でございます。米価は上が

っていませんから。そういうことも含めながら農業を考えていかなくてはならない、そのように

私は思っています。 

 私は、こう考えてくると、規模の小規模な農家にとってもやっぱり、農地を守り農業を守るよ

うな、そういうきめ細かい対策を考えていかないと、安芸市は出おくれてしまうというふうに思

ってるんですが、そういう対策を研究する考えはあるのかどうか、市長に伺います。 

○小松文人議長  暫時休憩します。 

     休憩  午前10時27分 

     再開  午前10時28分 

○小松文人議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農林課長兼農業委員会事務局長。 

○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  お答えいたします。 

 きめ細かい農業ということで、そういった対策はしていかなくてはならないというふうには考

えておると前回にお答えしましたけども、小規模農家の果たしている役割というものは大きいと

いうようなことでもお話をいただいておりますが、確かにぢばさん市場や弥っ太郎市、それから

道の駅の大山に農産物の棚がありまして、それから量販店の地元の生産者コーナーに、他の産地

にまさる価格であったり鮮度の野菜が並んでいることは大変喜ばしく思っております。市民の野

菜の消費量を地元でなかなか賄うこと、これはお米は賄えているということでしたが、市民の野
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菜量を地元で賄うということについては、非常に難しいというふうに考えますけれども、市内で

お金を循環させるという仕組みとしては理想でありますので、認識としましては、やっぱり小規

模農家が果たしておる役割も大事であろうということが言えますので、きめ細かい農業対策、こ

ういったものもやっぱり考えていかないかんというふうに思っておるところです。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 期待をしておりますので、ひとつよろしく。 

 次の質問に移ります。 

 小規模の農業振興対策で、季節野菜の奨励・推進をしてはどうかという問題です。特に中山間

地域としては、季節野菜の推進をすることで、地域も元気になるんじゃないかというふうに思い

ます。御承知の山へ、山間へ行けばユズ対策ですから、ユズだけでは過疎化はとまらない、これ

は先ほども言いました。そして学校はのうなるということになっています。この点で、どうして

東川の学校がなくなるようになったのかいうあたりは、あんたらあ、皆さんは反省したことはあ

るんでしょうか、ないと思います。私はそう受けとめています。やっぱり反省をせないかん。や

ってきたことがどうやったかと、結果的に東川の学校がのうなったと、これどこに問題があった

のかというあたりは、しっかりつかんで今後に生かすということをやらないとよくなりません、

よくなることも。そこはしっかりやっていただきたい。 

 私が聞きたいのは、ユズとほかの野菜の組み合わせた対策、そして若者が定住する対策、どう

やるのか、この点について伺いたいと思います。 

○小松文人議長  暫時休憩します。 

     休憩  午前10時32分 

     再開  午前10時33分 

○小松文人議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農林課長兼農業委員会事務局長。 

○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  お答えいたします。 

 中山間地域の対策として、ユズと野菜というようなことですが、ユズとかつては雨よけのナス

なんかを一緒にして中山間地域の農業対策としてユズと、それから雨よけのナスというようなこ

とで組み合わせで推奨してきたようなところもあります。 

 議員のほうが季節野菜というような意味合いで、ちょっと私も聞き取っておりましたもので、

季節野菜の推奨とか推進をユズとあわせてするということにつきましては、当然、生産する農家

側についても投資見合い、やっただけの利益がないとなかなか取り組んでいただけませんし、市

としてもどのぐらいの農家が取り組んでいただけるかというような可能性、ポテンシャル、そう

いったものがわからないということで、投資効果を含めて農林課としては見きわめる必要がある

と考えておりますので、なかなか簡単には回答はできないというふうに思っております。 

 以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 
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○14 番（千光士伊勢男議員） よく御答弁をいただきました。 

 期待をしておりますので、ひとつ過疎化に歯どめがかかるような中山間地域の農業対策をお願

いをしたいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 軽量ハウスの推進については、どうなのかという点での伺いますが、野市町では、最初は軽量

ハウスでニラを推進をしていたと、その軽量ハウスでも結構野菜づくりには大きな役割を果たし

ていると、しかし、最近は規模の大きな、規模拡大によって軽量ハウスではもたない、いうこと

もあって、普通の大型のハウスに切りかえるということが進んでおります。 

 安芸市でもそういう対策を今までにやってきておれば、もっと定着をして販売の販路も広がっ

ていたろうと、その対策もやられていたろうと思いますが、しかし安芸市は、ナス、ピーマン、

それだけに目が向いてほかの農業には目が向いてこなかったということが大きな欠陥として現実、

そのことが証明されていると言えます。 

 そこで、私は、冬にでも野菜が出荷できるようにつくれるような対策として、この軽量ハウス

の推進を図ってはどうなのかという点について、まず伺います。 

○小松文人議長  農林課長兼農業委員会事務局長。 

○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  お答えいたします。 

 軽量ハウスの推進でございますが、軽量ハウス、基礎のない差し込みハウスのことかと思って

おりますが、そちらの推進につきましては、必要性とかその需要、それから投資効果も含めてち

ょっと見きわめる必要があると考えておりますので、この時点ではちょっと推進ができるという

ふうには、ちょっと回答はできないということです。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 課長の答弁をいただきましたが、確かに投資的効果というこ

とも考えないけません。しかし、園芸ハウスのように太い規模によびませんから、20メートル、

30メートルの１棟あったら、路地の野菜が寒さのぎりぎりまで出荷できて、その後、軽量ハウス

の栽培へ移行して出荷していくということをやれば、十分に切れ目なく出荷ができるというふう

に私は考えています。 

 今、野市町では、差し込みハウスの中古も出てまして、私、もろうてきてことし建てました。

約25メーターぐらいですが、十分に役に立つ。寒さの対策としては、役割を果たしてくれます。

そういうふうに考えると、随分農地の生かし方、生産のあり方、これ随分、私は知恵が出てくる

というふうに思います。 

 ほんでコストの点では、それほど高いもんじゃありません。だからぢばさんで考えてみたら１

人月15万円売り上げをやっている農家もおるようですが、それまでいかなくても10万円で考えて

みたら120万円、ざっと概算でいけばそういうことになる。120万円の売り上げがあれば、十分に

20メーター、30メーターのハウスを建てても、新規を使ってもやっていけるというふうに思いま

すが、その点ひとつ研究をしていただいて、いいですか、しっかり研究をしていただいてどうい
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う方針を出すのか示していただきたいと思います。 

 それでもう一点は、軽量ハウスの問題では、今、野市なんかでも大型ハウスに切りかえるとい

う農家がふえておりまして、軽量ハウスが古いけれども要らんなってると、そういうところもあ

りますので、農家がもし希望が出てきた場合には、安芸市の農協を通じて、野市の農協でちょっ

と世話がってくれということも声として上げていたらどうかというふうに思いますが、その点い

かがでしょうか。 

○小松文人議長  農林課長兼農業委員会事務局長。 

○大坪浩久農林課長兼農業委員会事務局長  済みません、とりあえずですが、どれぐらいの

投資効果いいますか、そういったものがわからないいうことでしたけれども、先ほどお聞きしま

すと、軽量ハウス、差し込みハウスもそんなに面積が要らないということなので。ちなみに楽天

いうネットがありますけども、約50平米ぐらいで20万円ですね。ということなので、100平米で

40万円要るんでしょうか。これ、送料込みで送ってくるということですので、それぐらいの、議

員の言われる面積であれば、特に補助なんかもなくても十分自分でやれるのではないかなという

ふうに思いましたので、ひとつ言いたいと思います。 

 また中古ハウスにつきましても、安芸市のみならず近郊の市町村から中古ハウスをもらってき

て、買ってきて建てるというようなことにつきましても考えておりますので、今後よいやりよう

については検討していきたいというふうに思っております。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 自信があるようなないような答弁をいただいて。ひとつ期待

をしちょります。 

 毎月５万円売り上げをしていても、１万円ずつの支払いで新規を建てた場合、例えば、10万円

いったとしても１年でしまいつきますよ。１万円ずつぐらいは何とかひねくってやれますから、

生産者というのは。そこのあたりはしっかりつかまんといかん。 

 次の問題に移ります。 

 直販所の新設についての問題です。御承知のように商店街を人が通らない、ひっそりした状況

が続いております。しかし、寺尾の鮮魚店の前だけは元気な、にぎわっているというのが安芸市

の商店街の姿ではないかというふうに思います。やっぱり街というのは人が通らないと元気が生

まれない、出ないというのが実態だろうと思います。 

 そこで、私は、旧商店街の周辺、そして浜通りのあたりの人の話を聞いたんですが、物を買う

のに非常に不便だと。ぢばさんがあるじゃいかと言うたら、ぢばさんまで国道渡って行くのが大

変だという消費者が随分おられる。スーパーへ行くにも国道渡らないかん。今、皆さん御承知の

ように少子高齢化と言われている安芸市で、こういう状態をどう解決していくかということが、

私は安芸市にとっても大きな課題だろうと思います。 

 それで、今、ぢばさんの話が出ましたけれども、農家にとっても、もう少し広いところで出荷

をして物を売りたい、いう希望が随分大きな声となっております。安芸のぢばさんは狭い。先ほ
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ど言うたように500人の会員が全部出荷できるかといったらなかなかそうはいきません。だから

あっちこっちへ分配をして出しているというのが実態でございます。 

 私は、本当に安芸市の婦人や高齢者が頑張っているこの産直活動、もう少し拡大をして収益が

上がるような、収入がふえるような対策をやる必要があるというふうに考えます。その点から、

安芸の旧商店街を元気対策の一環として、そして農家の元気にもつながる、経済効果も生まれる、

そういう点から販売所の設置をしてはどうかという提案でありますが、市長、どう考えるでしょ

うか。 

○小松文人議長  商工観光水産課長。 

○山﨑孝志商工観光水産課長  お答えします。 

 農産物の直販施設につきましては、先ほど議員が安芸駅ぢばさん市場が十分機能しているとい

うお褒めの言葉もいただきましたが、市としましても、その機能を果たしていると思っておりま

すし、また、本町商店街内には、民間の方が運営しております直販施設もありますので、議員か

ら御提案いただきましたが、市としては現在のところ新たな直販施設の計画はしておりませんの

で、御理解をお願いします。 

 なお、補助金交付対象区域内における商店街の空き店舗で直販所を開業する場合、店舗の改修

に対する県補助金、それに上乗せする市補助金、また最長６カ月間家賃を補助する市補助金もあ

りますので、開業を希望される方がおられれば、ぜひ活用していただければと考えております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 情けないのう、おまんら。行政にやれと言うがじゃないぜよ、

産直を。店をつくれっていうが、行政につくってくれというがじゃないぜ。世話をしてくれんか

という意味で、私は。 

 それからもう一つ、民間がやりゆうきに何で遠慮せないかんぜよ。話し合いやって解決してい

たらいい、問題があれば。何ちゃしよいことやいか。何ちゃ遠慮するよばんやいか。そのかわり、

店の空き家があるところを世話をして、下地について協力しちゃると、生産団体に。そういうこ

となら何ちゃ別に、ほかの民間がやりゆう直販店に対しても気を使う必要もなかろうと思うんで

すよ。ここに考えないかん、気を使わないかんことがありますか。金を出せじゃないに。 

 須崎市では、農民の皆さんが主体になって、それで市が100万円、農協が100万円寄附して、足

らん分は出荷する人たちで借金をして運営をするということでやりゆうんですよ。私も市に100

万円寄附せえとは言いません。言いませんが、下地の条件をつくるための協力をしてくれんかと、

そういう点はできるんじゃないですか。 

○小松文人議長  商工観光水産課長。 

○山﨑孝志商工観光水産課長  お答えします。 

 先ほど言いました下地の援助ということですけど、どのような空き店舗を利用されるいうこと

も、その利用される方によると思います。先ほども言いましたように、市の補助金としてもそう

いうふうな改修する費用とか空き店舗に対する家賃の補助もありますんで、開業される方がおら
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れればいつでも相談していただいたらというふうに思っております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） そのことを僕も十分研究をしてわかってるんですよ。しかし、

安芸の街のあいちゅう商店街が、どの店が誰のものかということがわからんですよ。そういう点

では、行政がわかっちゅうというふうに思いますが。 

 それから、もう一つは、産直というのは行政がやるわけじゃない、もちろん。生産者がやるわ

けですから、下地ができて店ができる見通しが立ったら、生産者に任せたらえいがですから。後

は知らんぜよと、任せたらえい。その場の下地づくりばあのこともできんじゃいうたら、情けな

い話で、これは。 

 ほんで、補助制度も県の外商課行ったらありますし、それはわかっちゅうがですよ。そういう

世話役はしてくれたらえいわけで、ほんでもう一つは、下地づくり。店としてやっていけるだけ

の整備をするまでの間の下地を行政が協力できないか、このための銭を出せというわけじゃない

ですよ。生産者組織で出したらえいことやき。けんど、あんたらほいたら生産者がつくったらよ、

税金は取らんかというたら取るろがえ、そうやろ。それから、園芸に対しては、レンタルハウス

にも1,000万円反当かかるとしたら、８割は補助金じゃないか。そうやって市民から集めた税金

が使われゆうじゃいか、何で協力ができんで。 

 市長、こんな考え方、おかしいと思わんかね。どれだけ使いゆうか、市民の税金が。僕は、そ

れを否定するわけじゃないですよ。園芸農家に補助出してやりゆうことを否定するわけじゃない

んですよ。こういう支援対策がやれるのに、農家組織の利用できる店づくりについて下地の協力

はできないかと。何で気を使わないかんで、人に。あんたらが金出して主体的に経営をやるわけ

じゃない。そこは、しっかり考えていただきたい。 

 ほんで補助金で全部、全部やってくれというがやったらね、それは言うことはわかるで。そこ

は、しっかり区別して応援できるところを、協力できることはして、店をつくろうやいかと、元

気対策やろうじゃいかという方向に進むのが普通じゃないですか。どうでしょうかね、その点。 

○小松文人議長  商工観光水産課長。 

○山﨑孝志商工観光水産課長  お答えします。 

 先ほど来、僕は協力はしないという答弁はしてないと思っております。どういう方がどのよう

なことをやりたいのかいうのを僕らも把握はできませんし、こちらのほうから、こういうことを

しなさいということも僕らは言える立場ではありませんので。ただ、そういう起業されたい方が

おられましたら、いつでもうちのほうへ来ていただいたら御相談にもさせていただきますし、空

き店舗の状況につきましても、毎年、会議所と連携しながら調査はしております。ただ、空き店

舗が貸し出しするに当たってどれぐらいの家賃が必要かいうのは、やっぱり貸す方によって違っ

てくると思いますんで、その金額までは把握してないのが今の状況です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 私は、ぢばさんの取り組みや運営がようわかっちゅうろうと
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いう思いがあるから、先ほどのような質問になったわけやけど、ぢばさんでやっているような産

直というがを、店をつくれというがでしょ。これはわかっていただけると思うが、中身がどうい

うものか。それがわからな話にならな。わかるろと思う。あんたくその担当やから。売り上げが

どればあいきゆうかもわかっちゅうはずやから。４億円超えていきゆうと思うから、農産物で。 

 だから、店の広さについてとか、内容についてとかいうがで話し合いをしたら、それはあんた

も腹入ると思うから、まず、そこから始めないかんことよ、本当は。そういう対応ができるろ、

こういう対応が、どうですか。 

○小松文人議長  商工観光水産課長。 

○山﨑孝志商工観光水産課長  先ほどからもお答えしますけど、どなたがどのような規模で、

どんなことをしたいかいうのも、僕らは今のところはわかりませんので、そういう計画があれば、

いつでも相談させてもらいますし、それに御協力できるような制度があれば、それを活用してい

ただいたらと思っております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） よし、ようわかった。 

 まず、生産者、出荷したいという人から話があったら対応していくということで確認をして構

んね。よし、わかりました。 

 それじゃあ次へ移ります。 

 学校の給食問題の第２弾で伺いたい。９月議会以降、地域で声を聞きました。ある住民は、給

食へ地元の食材を使わないほうがあるか、あるいは生産量が少なければつくらせばええじゃない

かという声も返ってきました。９月議会の課長答弁に返ってみますと、地元の商店で購入してい

る、地元の商店を活用するのは、私はえいことだと評価してます。しかし、地元でつくったもの

を購入している食材というのは、農協の米と、それから園芸連での入札で落とした商店から買う

ナス・ピーマン、ここのあたりです。ほかは、全部市外の市場から仕入れた物を仕入れて、それ

を供給しているというのが実態でございます。私は、ある商店と話をしたんですが、地元の物を

おまんくで売ってくれりゃあ売ってもろうて、給食へ供給するということをやったらどうじゃろ

うといっていう話をしたら、それは一番えいことだと。生産者の顔も見えるし、安全性も確認が

できるということから、地元、そうやって生産者と取引をして売ることは一番えいことやという

答えも返ってきます。 

 だからそういう状況でして、地元の農家への経済的効果は全くありません。農協の米にしても、

経済連から仕入れて供給するというのがルートとなっておりますから、井ノ口の小学校が給食を

始めた当時みたいに地元の米を確保しちょいて、それを使うということにはならないのか、いう

ふうに思いますが、自校方式であればそれができるけれど、センター方式はそうはいかんという

ところもあるだろうと思います。 

 そこで伺いたいのが、やっぱり給食というのは、地元の野菜を生かして、そして学校との協同

で子育てをやっていく、これが協同の教育だというふうに私は思ってます。そういう取り組みを
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することが、給食にとって一番えいことだというふうに考えます。そこで、学校課長に私確認し

たいが、地元の食材が供給できる条件が確保できれば、これ地元の食材を主体的に利用しますか、

その点を確認をしておきたい。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  お答えいたします。 

 地元産が確保できればどうかということですが、地元産確保できましたら、それは当然、あり

がたいことだと思います。なお、前回の議会でも御答弁しましたが、地場農産物、その安定的な

確保、食材供給ができるかどうかというところ、それと学校給食につきましては、安全・安心な

学校給食を実施する観点からも給食に使用する食材につきましては、学校給食衛生管理基準のも

と、それにクリアしていただかないかんというところは御理解していただかないかんところと思

っております。ロット、安全性というところ。 

○小松文人議長  暫時休憩します。 

     休憩  午前10時59分 

     再開  午前11時６分 

○小松文人議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 再質問をいたします。 

 学校課長の答弁は、食材が安定的に供給できるかどうか、それから学校の基準で衛生問題、安

全性がどうなのかというあたりが言われました。そうすると、安定的に供給をできるという点に

ついては、行政として教育機関としての役割というがはどういうことをやりますか、聞かせてく

ださい。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  お答えさせていただきます。 

 議員のそれまで、本日の質問で、高齢者、女性、そして地域の農家が集まって多様な農産物を

栽培し、それを給食に提供することで、農家が収入を得ることにつきましては、農地の維持、高

齢者の生きがい対策、健康寿命の延長などの観点から申しますと、私らも賛同するところです。 

 ただ、どんなに取り組むかというところで、事前にいただきました質問用紙の中におきまして、

学校教育課のほうに安芸市の農業の実態調査が必要と考えるが姿勢を伺うということの質問をい

ただいてます。その重要性、わかりますけんど、農業の実態調査いうことにつきましては、教育

委員会が率先して行ういうことは考えていません。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） じゃあ聞くけんど、農業の生産作物が、どういうものがつく

られて、どれだけあるかということが給食する前段にわかっているのが普通なんですよ。我々に

言わせたら。そういう論議やってないでしょうが、教育行政としては。だから、ある物を見てこ

こから仕入れろうかと、ほいたらおまんくからこれを売ってくれるかやとかいうことになったん
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じゃないですか。私はそんなふうに聞いてますが。 

 ほんでね、やっぱり教育行政だけで難しいことだったら、何で農業に関連した農林課と協力を

求めて、一体で取り組んでいくということをなぜやりませんか、そういう考えにならんかね。そ

れは、私は、普通だと思うけどね。 

 安定して、じゃあ物が確保できるということになったら活用しますね。それちょっと確認した

いんですが。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  お答えいたします。 

 安芸市の学校給食では、地元食材を活用することは、それに努めておるところです。ただ現状

としまして、安芸市産につきましては、安定供給、学校給食衛生基準をクリアするため農協から

仕入れておるというのが実態です。９月の議会でもお答えさせていただきましたけんど、野菜で

申しましたら、やっぱり播種から育苗、定植、追肥、適切な農薬の使用、そして収穫、出荷まで

の栽培計画がとても重要、いうことです。こういった栽培計画が求められておるとともに、栽培

履歴、安全基準等含めて、そういうところをクリアしていただきましたら、ロット含めまして。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） それじゃ、お聞きしますけど、今、仕入れているところ、そ

の野菜・食材は計画的に生産されて出荷されゆう作物ですか。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  お答えします。 

 学校給食の野菜の仕入れ先としましては、ＪＡさん、サンシャインランドさん、Ｋマートさん、

陰山ストアーさん等市内の業者さんから仕入れてます。これにつきましては、一定、市場等を通

って安全な物だということで仕入れておるというところでございます。 

 ロットにつきまして、やっぱり生産と仕入れ先はあれですが、そこの地域の産地のほうから仕

入れておると、ちゃんとロットが集まるということですね。それとあわせまして食品のトレーサ

ビリティーいう言葉がありますけんど、食品を移動、どこから来たのか、どこから行ったのか、

調べたりできる範囲の制度の中で動いておると思っております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） もう一つお聞きします。 

 安全性は、どこでどう検証してますか。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  お答えします。 

 給食の食材につきましては、その都度、年に何回か大腸菌とか放射性とかいう調査はしておる

ところです。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） その検査はどこでやってますかという。 
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○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  しかるべき機関ということで、食品衛生センターとか

に出してやっております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） あなたはそのことを確認してますか、検査センターで検査し

て、これ安全じゃということを。データありますか、出してください。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  職場にはありますが、今持ってません。 

○14 番（千光士伊勢男議員） ほいたら後でかまんき出して。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） いろいろそういう衛生基準というのは、私も一定勉強してま

すから、それから検査にしても私ら農民連という組織があって、中央へ送ったら230種類ぐらい

の残留農薬が検査できます。だから、私は年に１回はやってますが、ほかの人は知りませんよ。

知りませんけんど、農協が今安全基準については、ちゃんと指導してますから、安芸市の食材を

使うにしても十分それはやっていけると、私は確認してます。 

 それから、もう一点、基準は検査しゆう言うけんど、どの仲買がするで県の検査センターへ持

っていって、あんたそこまで確認してないろ。基準だけはあるけんど。どうしてできるで、仲買

が持っていって。やる者がおるかえ、そんな。そんな適当なこと言うたらいかん。事実を言わに

ゃあ。ほんでどこの仲買が何を、どういう農薬を検査した結果どうやったかというデータを出し

てください、さっきも言うたように、えいですか。ほんでその商品、産物が安芸の商店街へどれ

だけ供給されているか、ここのあたりもしっかりやってください。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  仲買さんは、検査はしてないですね、多分。私もはっ

きり知りませんが。その仕入れる農産物がちゃんとした状況の中から出てきておるというところ

のお話をさせていただきゆうところです。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 生産者が検査をするか、仲買が検査をするのか、この２つに

１つだと思いますよ、私は。そんな検査をして、これは安全ですという太鼓判を押した物を安芸

の商店街がどれだけ仕入れてるかという、ここのあたりをあんたらつかんでないでしょうが。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  農協さんのがで言いましたら、前回もお答えさせてい

ただいたかと思いますけんど、残留農薬の対策面とか適切な農薬の使用、防除日誌ですね。それ

は、安芸の農協さんは個別指導しゆうと。個々にこの防除日誌等をちゃんとつくった物を仕入れ

ておるというふうに認識してます。個々でちゃんと個人が検査しゆうかどうかいうことは、全然

わからんところです。ＪＡさんとか通じて出てきた物を購入した物、県内でもそうですけんど、
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そこはそういう指導体制が整っておるというところです。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 安芸のＪＡが検査しゆうかえ。安芸のＪＡで買いゆうのは米

だけやいか。それから、園芸物、園芸連で入札をして買いゆうと、商店が。こういうことやろ。

仕入れでルートは。 

 商店が証明を見て安全ですというて仕入れゆう商店がどこにある。スーパーらあでもないで。

市場が第一仕入れたらスーパーらさっと直接入りますから、そんなことを言うたら、そりゃ絶対

安芸市の行政というのはやっていけんなるで。 

 問題は、生産者が農協から指導を受けて、この生産物にはこの農薬を使いますと、使うたら何

日たたないと出荷はできませんよという指導をやってますから。本来なら、日誌を書いてきちっ

としてないかん、本当は。佐川町の農協はやりゆう、それを。そこは、ちゃんと言うたら、そり

ゃ農協もしだすき。本当にだから行政だけで、委員会だけで食材を確保しようち、農産物を、無

理やから。農林課、農業委員会も一緒に協力しおうて食材を生産をさせ確保していくと、こうい

う体制をつくった上でやらにゃあいかんと、私はそう考えてます。そのことをしっかり言うちょ

くきね。今後のどう対応していくか、少し姿勢も見せていただきますので、よろしく。 

 このことだけにこだわりよっても前へ進まんきに、次に移りますが。課長、安定的に確保する

ために農林課の生産対策、推進対策も必要やから、そのことをしっかり論議をして、えいかよ、

本当に安芸市で給食へ地元の物を生かすという姿勢をきっちり堅持していただきたい。そのこと

を頼みます。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  お答えします。 

 前回、これも御答弁させていただいたと思いますけんど、これあき病院の例で言わせていただ

いたところですけんど、黒鳥で私も農林課のときの話ですけんど、そういうグループをつくって

栽培計画、いつ植えていつ農薬して、そういうところかっちりつくっていただいた中で、あき病

院へ納品した経過もあるがです。今、私も農林課やないですけんど、この食の安全、議員言われ

ましたけんど、安全な物が世の中に出回ったら、これは困ると、基本的に信義に反することにな

ってくるんじゃないかと、やっぱり安全な物が出てきておると、そういう中で食の安全が担保で

きる農業団体さん、議員の所属されてます農民連さん、たびたび名前が出てきましたけんど、こ

のような団体さん、まずこの条件クリアしていただければ、給食の委託業者さんでもお話はでき

ていくき進んでいくんじゃないかと、きょうのお話聞いて思うところです。黒鳥地区のポパイク

ラブみたいなものになっていただければと思うところです。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 確かに課長が言われるように、生産者もそればあの計画を立

てて、いつ何をつくったと、使うたという日誌をつけて安全性が確認できるような出荷体制をつ

くらないかん。これ基本ですよ。じゃあ、安全性の問題ときたらあんた、どればあわかっちゅう
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かと。小学校の給食、学校の給食へ大豆物が利用しやせんかよ、給食で。大豆を原料とした物を

使いやせんかよ。それから、てんぷらもして食わさんかよ、食わしゆうろ。もう全部遺伝子組み

換えでこれは。遺伝子組み換え、今、全国で世界的に問題なっちゅう、知っちゅうかえ。どうし

て、それが問題になっちゅうかいうたら乳がんになりやすいっていう、女性は。だから日本の国

内では遺伝子組み換えは使うなという運動が、今、起こってますよ。それとかわりに、国産の物

をつくろうということへ移行が始まっている、これが実態ですよ。安全のこというたら、それも

使えんなるで。わかる。 

○小松文人議長  教育次長兼学校教育課長。 

○植野誠一教育次長兼学校教育課長  今、大豆の話で遺伝子組み換えでない食品というのは、

私らもスーパーで見るところですが、今、給食の中でそれを使うちゅうかどうかいうところは、

ちょっと私もようお答えせんところです。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） えいかよ、それはちゃんと確認しちょきよ。こまいときに食

わいたら若いときに乳がんになるというデータが出ちゅうがやき。 

 ではそれでは、次の質問へ入ります。 

 庁舎建設について、改めて説明を求めたいと思います。 

 市長は、市民や職員の命を守ることを第一に考え、いかなる災害にも機能ができる場所、つま

り浸水区域外への移転を前提として、また国からの多額の助成を受けられる緊急防災・減災事業

債を活用するため、その期限である平成32年度末までに完成できる場所として桜ケ丘町にある市

有地を候補地として、これに取り組んできた経過がありますが、間違いないですね。いかがです

か。 

○小松文人議長  市長。 

○横山幾夫市長  議員のおっしゃるとおりでございます。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 一つは確認ができました。 

 次に、この桜ケ丘町への移転条例案は、昨年12月及びことしの３月の議会で２度にわたって否

決をされました。その後、新庁舎建設プロジェクトチームを立ち上げて候補地を再検討している

が、このことについて市民は承知をしているだろうか。このことが少し私は不安を持っています

が。いかがですか、この点は。 

○小松文人議長  財産管理課長。 

○野川哲男財産管理課長  桜ケ丘町への移転条例案が否決となったこと、また否決後の進め

方として建設地検討委員会の答申をもとに候補地を再検討をすることを説明したチラシを本年の

広報４月号に折り込み、全戸配布して周知をしております。また、広報11月、12月号では、３カ

所の検討区域や選定した理由など、取り組み状況も報告をしております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 
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○14 番（千光士伊勢男議員） チラシを出した、あるいは広報で知らせたと、それで３カ所

の候補地を示したということを言われますが、このことに対して地域の住民からはどういう反応

がありましたか。もう全て賛成とか反対とかという声もあったんじゃないかと思いますが、その

点あたりひとつ聞かせてください。 

○小松文人議長  財産管理課長。 

○野川哲男財産管理課長  こうした広報等での周知につきまして、財産管理課には、特に反

応はございませんでした。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 私も僧津地域の住民の声を聞いてみました。そうすると特別

反対だということは出てきません。ただ、「もたもたもたもたしゆうのう」と、「もうちょっと

らちが明かんかよ」という声は出てきました。10人ぐらいに当たりましたか、そうすると１人だ

け「農地を潰してえいがか」という声が出されたところです。 

 それでは、もう一つ聞きますけれども、特別、広報で知らせても市民の反応がないということ

でしたが、移転先として他の候補地を再検討していることを一定、容認していると自分たちは思

っているんですが、候補区域として３つの区域を選定したわけですが、その理由はどういうこと

ですか。 

○小松文人議長  財産管理課長。 

○野川哲男財産管理課長  建設地検討委員会の答申を基本に街から離れ過ぎない、津波浸水

予想区域外であること、また市民の利便性や道路などの関連事業費を抑制するため幹線道路沿い

の３カ所の区域を選定をいたしました。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 理由はわかりましたが、そうすると12月７日の議員協議会の

資料で、桐ヶ内団地周辺の検討区域の一部で用地費及び造成費が安く済むような試算となってい

るけれども、この理由は特にありますか。 

○小松文人議長  財産管理課長。 

○野川哲男財産管理課長  12月７日にお配りした議員協議会の資料の中で、桐ヶ内団地周辺

の用地費が他と比べて安価となっておりますのは、当該区域に市が所有する市営住宅や農業用サ

ポートハウス用地を含んでいるためです。また、造成費につきましても少し安くなっております

けれども、これは既に桐ヶ内団地が宅地造成されていること、そういう場所を含んでいることと

いうことでございます。このため、ここに立地するとなった場合には、別途、市営住宅や農業用

サポートハウス用地を構え造成等も必要になる可能性がありますので、これらを考慮しますと他

の区域と同程度の費用がかかるというふうに考えております。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 大体つかめました。 

 造成費が安くなるのは、市営住宅があって市有地があるから、その分は造成する必要がないか
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ら安くつくと、こういう認識をしてもえいということですね。 

 それでは、もう一点伺いますが、この３つの検討区域はいずれも農地で、ハウスなどの補償費

を除けば用地費、造成費など、整備費用に大きな違いはないように感じるし、そうなると地権者

の意向や市民の行きやすさなど利便性が重要だと考えるが、地権者の意向調査の結果と検討区域

を比較してみて、どこに建設するべきと考えるのか、市長の考えを伺います。 

○小松文人議長  財産管理課長。 

○野川哲男財産管理課長  まず、私のほうからは地権者の意向調査についてお答えいたしま

す。 

 まず、県道高台寺川北線・インター線の交差点区域は、一部代替地ハウスの移転先があれば売

ってもよいという条件つきの土地がございますが、おおむね売ってもよい、協力するという回答

でございました。 

 次に、桐ヶ内団地周辺区域は、売りたくないという方が数件ありました。そして、新中学校予

定地西側区域は、調査した範囲では、売りたくないという方はおりませんでした。以上です。 

○小松文人議長  市長。 

○横山幾夫市長  先ほど、財産管理課長からもこの３カ所の検討区域についての話がござい

ましたが、この３カ所の比較検討調査や地権者の意向調査の結果等を踏まえまして、プロジェク

トチームからは、県道高台寺川北線・インター線の交差点周辺、その中でも東西南北の県道に隣

する南東・南西部が適地であるという報告が私のほうにあっております。私といたしましても、

このプロジェクトチームの報告を受けまして、さまざまな面で利便性等も考慮しますと、検討区

域の中ではこの場所が最適であるというふうに考えます。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 先ほどの質問に対しての答弁も理解ができます。 

 最後に伺いますが、市民の利便性や地権者の意向調査を考えると、市長が言われた場所が候補

地の中では最適だと、そういう思いをいたします。同時に僧津地区の人の考えも合わせますと、

やっぱり候補地としてはこの地域かなという思いを強く持っています。 

 それでは、今後、どのように市民に周知して建設の決定に向けて進めていくのか、このことが

急がれると思いますが、地元の関係者には、特に納得・説得で早期の実現を目指した進め方をと

っていただきたいと思いますが、この点についてどう考えますか。 

○小松文人議長  市長。 

○横山幾夫市長  地元の方も含めまして、安芸市民の方に来年の２月初旬までには市民説明

会等の意見交換の場を設けて、市民の皆様の理解が得られれば、３月議会に条例案をお示しでき

ればというふうに考えております。以上です。 

○小松文人議長  14番 千光士伊勢男議員。 

○14 番（千光士伊勢男議員） 市庁舎の全体の取り組み、計画あるいは用地買収、造成等々

の造成費用の問題も確認ができました。ぜひ、速やかに前に進むよう努力をしていただくことを
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お願いをして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○小松文人議長  以上で14番千光士伊勢男議員の一般質問は終結いたしました。 

 10番 川島憲彦議員。 

○10 番（川島憲彦議員） 通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず初めに、災害対応について伺います。 

 さきの豪雨におきまして、旧古井小中学校に大量の土砂が滞留していることに対して、今後の

対応を伺います。 

 以前は、学校の裏手を登ったところに民家があり、その生活道として活用していた通路があり

ます。その民家跡の周辺に畑がありまして、現在はユズ畑として利用し、毎年秋には所有者がユ

ズの収穫を行っていたとのことであります。しかし、このたびの豪雨によって、土砂の滞留と通

路の登り口の消失で往来ができなくなっている状況であります。その畑の所有者は、一日でも早

く通路として活用できるように修復を願っているところであります。市道から学校跡地まで車の

出入りが可能となるように伊尾木川にかかる橋のたもとの修復と学校跡地に滞留する大量の土砂

の移動を含めた対応が必要と思いますが、今後の対応を伺います。 

○小松文人議長  建設課長。 

○大坪 純建設課長  お答えをいたします。 

 御質問のユズ畑へ通ずる道は、議員からいただきました情報と並びに庁内での聞き取りから学

校敷地内を通り、その後、赤線道につながるルートであることを確認いたしました。私、建設課

ですけども、この７月豪雨で周辺の土砂堆積については、確認をしております。なお、その畑地

でつながる通路につきましては、現地調査が特に必要でございますので、学校施設管理の所管課

であります学校教育課と、農地へつながる道としての赤線の対応として農林課とも調整を図り、

対応してまいりたいと考えております。 

 なお、一方、古井小中学校周辺には、建設課が管理する市道から橋を渡って学校正門までの市

道古井学校線と、グラウンドと校舎敷地内にある河川、これ普通河川でございますけども、いず

れも７月豪雨で埋塞をしております。これにつきまして、災害査定を申請しており10月末の査定

が完了して、今後、市道学校線は土砂の撤去と舗装工事を、河川については土砂の撤去工事を実

施してまいります。以上です。 

○小松文人議長  10番 川島憲彦議員。 

○10 番（川島憲彦議員） ぜひ一日でも早く改善をしていただきますように、特によろしく

お願いいたします。 

 続きまして、今後の旧古井小中学校の活用についてでありますが、現在は、古井地域で生活を

する方はほとんど見られなくなっておる模様でありますけれども、古井地区の出身者の方々は今

でも多く、古井小中学校が廃校になったとはいえ、学校卒業者にとって唯一の母校の存在であり、

ふるさととしての心のよりどころといっても過言ではないと考えられます。その学校施設を今後

も残してほしいという要望もありますが、今後の活用を伺っておきます。 


